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国際的研究力・教育力の強化とREPUTATIONの向上
医歯薬保健学研究院長・研究科長　安井　　弥　

越智学長の就任以来１年半の間に、国際交流に関する大学

間協定の締結はすでに42（アジア・オセアニア29、ヨーロッ

パ７、中東５、中南米１）を数え、総数で約200の大学・研究

機関となっています。霞における学部・研究科・病院レベル

での部局間協定も最近大きく数を延ばしています。これをしっ

かりと国際共同研究、留学生の獲得、海外への留学者の増加につなげる必要があ

ります。国際共同研究の推進のひとつとして、がん研究・診療の最高峰である米

国テキサス大学MDアンダーソンがんセンターとのGlobal Academic Program

（GAP）のキックオフミーティングとして、本年７月に合同国際シンポジウムを

行いました。先方からは、放射線治療で長く世界のトップを走っておられる広島

大学出身のRitsuko Komaki先生、GAP担当のOliver Bogler先生ほか計10名が

参加し、広島大学からは永田 靖先生をはじめ９名が最新の研究成果を発表しまし

た。今後の共同研究の対象として、放射線治療の他、肺がん、肝がん、消化管が

んなどが候補に挙がっています。幸い、向こうには当研究室の出身者がスタッフ

として３名、ポスドクとして１名働いており、彼らを通して、具体的な共同研究の

検討を始めたところです。また、医学研究実習の医学科４年の学生を本年度初め

て派遣しました。関連の先生方のご協力をお願いいたします。

近年、国内学会においても国際化が進んでおり、海外からの演題、参加者は

年々増加しています。去る８月に高田 隆先生が主催された日本臨床口腔病理学会

は完全英語化で行われ、海外からの参加者が１／３を占めていました。来年３月

に広島で開催する日本胃癌学会も主題はすべて英語での発表とし、海外からの一

般演題も100近くにおよびます。このような学会開催も海外における広島大学の

reputationの向上に貢献するものと考えています。一方で、以前より指摘されて

いる日本の医学生・医師の英語力不足は深刻です。日本語で十分に高いレベルの

教育・研究が行われている、日本語でないと細かいニュアンスが伝わらない、と

の意見もありますが、それではグローバル化した世界では何の情報も発信するこ

とはできません。本年度から、学部・大学院ともに講義スライド・資料の英語化

を徹底しました。また、12月の研究科FDは学生にも参加を呼びかけ、海外日本

人研究者ネットワークの会長である

佐々木敦朗先生に、海外で活躍するた

めのノウハウとサポートについてお話

ししていただく予定です。本学は今年

４月から、すべての教員募集を国際公

募としています。広島大学の教員にな

るためにも、国際競争を勝ち抜かなけ

ればならないということを、学生には

十分に認識させる必要があります。
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